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×R05上 問1２（R01 問１３）
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×混触とB種接地工事

𝑍𝑉𝑠

電路（高圧）
変圧器

A種

電路（低圧）

低圧高圧

高圧と低圧の巻線が電気的に接触する
ことを『混触』という

混触が生じると低圧の電圧が上昇し、
負荷側の系統が絶縁破壊で破損するおそれがある

混触に対する保護手段→B種接地工事

種類 電圧 接地抵抗値上限 接地線の太さ下限

B種
１次側：特別高圧、高圧

2次側：低圧

低圧側の対地電圧が 150 Vを超えた場合、
１線地絡電流を𝐼1として、地絡遮断時間
により異なる

遮断時間が2秒超過：𝑅𝐵 =
150

𝐼1
Ω

遮断時間が2秒以内：𝑅𝐵 =
300

𝐼1
Ω

遮断時間が1秒以内：𝑅𝐵 =
600

𝐼1
Ω

直径 4 mm
（高圧または15 kV以下の
特別高圧と低圧を結合する

場合 直径 2.6 mm）
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×R05上 問1２

1秒を超え2秒以下で自動的に高圧電路を遮断

𝑅𝐵 =
300

𝐼1
=
300

5
= 60 Ω

接地抵抗値上限

低圧側の対地電圧が 150 Vを超えた場合、
１線地絡電流を𝐼1として、地絡遮断時間
により異なる

遮断時間が2秒超過：𝑅𝐵 =
150

𝐼1
Ω

遮断時間が2秒以内：𝑅𝐵 =
300

𝐼1
Ω

遮断時間が1秒以内：𝑅𝐵 =
600

𝐼1
Ω
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×R05上 問1２

200 V

𝐶

𝐶

𝐶𝑅𝐵

ሶ𝐸𝑎 =
200

3
V

ሶ𝐸𝑏ሶ𝐸𝑐

ሶ𝐼𝐵

𝐶

𝐶

𝐶

ሶ𝐸𝑎 =
200

3
V

ሶ𝐸𝑏ሶ𝐸𝑐

テブナンの定理を用いて等価回路を作る
（𝑅𝐵を外して𝑉0を求める）

回路変形

𝑉0

𝐶

𝐶

𝐶

ሶ𝐸𝑎 =
200

3
V

ሶ𝐸𝑏ሶ𝐸𝑐

𝑉0

各相の電源と負荷が対象なので
中性線をつないでも影響はない

𝑉0 = 𝐸𝑏 となる

50 Hz

0.1 𝜇F



Copy right © 株式会社資格センター電気事業部e-DEN & 電験どうでしょう 6

×R05上 問1２

テブナンの定理を用いて等価回路を作る

𝐶

𝐶

𝐶𝑅𝐵

𝑉0 = 𝐸𝑏 =
200

3
V

ሶ𝐼𝐵
𝐶𝐶𝐶

𝑉0 = 𝐸𝑏 =
200

3
V

ሶ𝐼𝐵

𝑅𝐵

𝐼𝐵 =
𝑉0

𝑅𝑏
2 +

1
3𝜔𝐶 2

=
200/ 3

102 +
1

3 × 2 × 𝜋 × 50 × 0.1 × 10−6 2

=
200/ 3

102 + 106152
= 0.0109 A = 11 mA

<一線地絡の等価回路（重要！）>
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×R05上 問1２
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×R0４下 問1３
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×

ሶ𝐸𝑅

と  の間の電圧は等しい ሶ𝑉𝑎𝑏 = ሶ𝐸𝑅 + ሶ𝑉0

𝑅𝐺を取り除くと対象三相交流となるので、 ሶ𝑉0 = 0

ሶ𝑉𝑎𝑏 = ሶ𝐸𝑅 + ሶ𝑉0 = ሶ𝐸𝑅 + 0 = ሶ𝐸𝑅
ሶ𝑉𝑎𝑏

R0４下 問1３

ሶ𝐸𝑅 + ሶ𝑉0

𝐶𝐶𝐶

𝑎

𝑏

1

𝑗3𝜔𝐶

ሶ𝑍𝑎𝑏 =
1

𝑗3𝜔𝐶

ሶ𝐼𝐺 =
ሶ𝐸𝑅

1
𝑗3𝜔𝐶

+ 𝑅𝐺

=
𝑗3𝜔𝐶 ሶ𝐸𝑅

1 + 𝑗3𝜔𝐶𝑅𝐺

𝑗3𝜔𝐶 ሶ𝐸𝑅
1 + 𝑗3𝜔𝐶𝑅𝐺
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×R0４下 問1３

ሶ𝐸𝑅

1

𝑗3𝜔𝐶

𝑗3𝜔𝐶 ሶ𝐸𝑅
1 + 𝑗3𝜔𝐶𝑅𝐺
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×R0４下 問1３
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×R0４下 問1３

ሶ𝑉𝑎𝑏

ሶ𝐸𝑅 + ሶ𝑉0

ሶ𝑉𝑎𝑏 = ሶ𝐸𝑅 + ሶ𝑉0 = 𝑅𝐺 ሶ𝐼𝐺 → ሶ𝑉0 = − ሶ𝐸𝑅 + 𝑅𝐺 ሶ𝐼𝐺

ሶ𝑉0 = − ሶ𝐸𝑅 + 𝑅𝐺 ×
𝑗3𝜔𝐶 ሶ𝐸𝑅

1 + 𝑗3𝜔𝐶𝑅𝐺
= − ሶ𝐸𝑅 +

𝑗3𝜔𝐶𝑅𝐺 ሶ𝐸𝑅
1 + 𝑗3𝜔𝐶𝑅𝐺

=
− ሶ𝐸𝑅 1 + 𝑗3𝜔𝐶𝑅𝐺

1 + 𝑗3𝜔𝐶𝑅𝐺
+

𝑗3𝜔𝐶𝑅𝐺 ሶ𝐸𝑅
1 + 𝑗3𝜔𝐶𝑅𝐺

=
− ሶ𝐸𝑅 − 𝑗3𝜔𝐶𝑅𝐺 ሶ𝐸𝑅 + 𝑗3𝜔𝐶𝑅𝐺 ሶ𝐸𝑅

1 + 𝑗3𝜔𝐶𝑅𝐺

ሶ𝑉0 =
− ሶ𝐸𝑅

1 + 𝑗3𝜔𝐶𝑅𝐺

ሶ𝐼𝐺 =
𝑗3𝜔𝐶 ሶ𝐸𝑅

1 + 𝑗3𝜔𝐶𝑅𝐺
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×R0４下 問1３
− ሶ𝐸𝑅

− ሶ𝐸𝑅
1 + 𝑗3𝜔𝐶𝑅𝐺



Copy right © 株式会社資格センター電気事業部e-DEN & 電験どうでしょう 14

×R0４下 問1１
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×R0４下 問1１

𝑊𝑚 許容引張荷重：電線に加えてよい力
𝑇電線の引張強さ：電線が耐えられる力
𝑅 安全率：電線が破壊しないための安全マージン

𝑊𝑚 許容引張荷重 =
𝑇 電線の引張強さ

𝑅 安全率

電気設備の技術基準の解釈第66条66-1表より

電線の種類 安全率

硬銅線又は耐熱銅合金線 2.2

その他 2.5
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×R05上 問1３
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×R05上 問1３ 氷雪の多い地方以外

氷雪の多い地方

低温季に最大風圧を
生じる地方

その他の地方

高温季 甲種風圧荷重 甲種風圧荷重 甲種風圧荷重

低温季 丙種風圧荷重
甲種または乙種の
いずれか大きいほう

乙種風圧荷重

甲種風圧荷重：電線はその構成材の垂直投影面積に加わる圧力を980Paと
する

乙種風圧荷重：架渉線の周囲に比重0.9、厚さ6mmの氷雪が付着した状態
に対し、甲種風圧荷重(980Pa)の0.5倍を基礎として計算したもの

丙種風圧荷重：甲種風圧荷重の0.5倍を基礎として計算したもの

垂直投影面積

電線
氷雪

6 mm

6 mm

𝐷

𝐷

𝐷
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×v風圧荷重とその適用区分

甲種風圧荷重：電線はその構成材の垂直投影面積に加わる圧力を980Paとする

乙種風圧荷重：架渉線の周囲に比重0.9、厚さ6mmの氷雪が付着した状態に対し、
甲種風圧荷重(980Pa)の0.5倍を基礎として計算したもの

丙種風圧荷重：甲種風圧荷重の0.5倍を基礎として計算したもの

架空電線路に加わる風圧荷重により支持物が倒壊しないように、どのくらいの力が加わるか
を見積もる必要がある。

氷雪の多い地方以外

氷雪の多い地方

低温季に最大風圧を
生じる地方

その他の地方

高温季 甲種風圧荷重 甲種風圧荷重 甲種風圧荷重

低温季 丙種風圧荷重
甲種または乙種の
いずれか大きいほう

乙種風圧荷重
垂直投影面積

電線
氷雪

6 mm

6 mm

𝐷

𝐷

𝐷



Copy right © 株式会社資格センター電気事業部e-DEN & 電験どうでしょう 19

×R05上 問1３

甲種風圧荷重：電線はその構成材の垂直投影面積に加わる圧力を980Paとする

乙種風圧荷重：架渉線の周囲に比重0.9、厚さ6mmの氷雪が付着した状態に対し、
甲種風圧荷重(980Pa)の0.5倍を基礎として計算したもの

氷雪の多い地方以外

氷雪の多い地方

低温季に最大風圧を
生じる地方

その他の地方

高温季 甲種風圧荷重 甲種風圧荷重 甲種風圧荷重

低温季 丙種風圧荷重
甲種または乙種の
いずれか大きいほう

乙種風圧荷重

乙種風圧荷重の場合
𝑊2 = 0.5 × 980 N/m2 × 15 + 6 + 6 mm × 1m

= 0.5 × 980 × 27 × 10−3 × 1
= 13.23 N

𝑊1 > 𝑊2より風圧荷重は14.7 Nとなる

氷雪

垂直投影面積

6 mm

6 mm

15 mm

電線

1 m

甲種風圧荷重の場合
𝑊1 = 980 N/m2 × 15 mm × 1m

= 980 × 15 × 10−3 × 1
= 14.7 N
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×R05上 問1３
氷雪

垂直投影面積

6 mm

6 mm

𝐷 mm

電線

1 m

甲種風圧荷重の場合
𝑊1 = 980 N/m2 × 𝐷 mm × 1m

= 980 × 𝐷 × 1
= 980𝐷

乙種風圧荷重の場合
𝑊2 = 0.5 × 980 N/m2 × 𝐷 + 6 + 6 mm × 1m

= 0.5 × 980 × 𝐷 + 12 × 1
= 490 𝐷 + 12

乙種風圧荷重となる仕上がり外径の最大値は𝑊1 = 𝑊2を満たす
ときなので、

980𝐷 = 490 𝐷 + 12
2𝐷 = 𝐷 + 12
𝐷 = 12 mm

※ 𝐷 > 12 mmとなる場合、甲種風圧荷重の方が大きくなる
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ご聴講ありがとう
ございました！！
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